
2022年３月度「はちおうじっ子のコロナに負けるな！応援プロジェクト」ご報告 

 

コロナ禍も３年目を迎えましたが、こどもたちへの感染の拡がりが問題になっています。八王子市内

でも保育園や小学校で学級や学校閉鎖が続出し、それに伴って仕事を休まざるを得ない保護者の方も多

くいたことが容易に予想されます。昨年も３月に実施し、年度替わりのタイミングが好評でしたので、

今回も３月には実施したいと準備を進めてまいりました。 

今回の応募数は 244世帯、100世帯ほど減った前回よりさらに 15世帯減少しました。上記の理由

で、増えるかと思っていましたが、就労などの状況が、徐々に落ち着きを見せ始めているのかもしれま

せん。また、このプロジェクトの目的である「繋がりをつくる」から考えると、こども食堂やフードバ

ンクなど、それぞれの繋がりができているのかもしれません。 

今まで何らかの補助金、助成金を使わせていただきながら実施してまいりましたが、今回は皆さまの

ご寄付のみで実施いたしました。おかげさまで多くの企業、団体、市民の皆さまから、たくさんのご支

援をいただくことができました。皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。 

協力団体 

こども食堂ふくろうはうす・もとはち東ふれあい食堂・ 

ほいっぷ食堂・多世代交流広場お茶の間「民」・ 

有限会社バーゼル洋菓子店 

スケジュール 

３月１日 「はち☆エール」への掲載 

 市内学童クラブへのチラシ配布 

３月１日～10日 配送家庭の募集 

３月 20日 第 1回配送作業 

３月 27日 第 2回配送作業 

４月 1日 配送終了 

応募状況 

八王子市の一人親向けメールマガジン「はち☆エール」と学童クラブへのチラシ配布を中心に、SNS

などで広報を行いました。前回の配送世帯、他団体から支援を受けている世帯を除いた後、コメントで

生活困窮を書いている方を加え、結果 150 世帯の方に送付しました。お子さんやご自身がコロナにか

かってしまったというコメントが多くなったのが印象的でした。 

≪コメントの紹介≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

コロナ禍によりワクチン接種や体調不良で仕事を

休まざるを得ない状況が度々あり収入が安定しま

せん。年度末で何かと費用がかかるのでこの時期

にこのような支援があるのは助かります。 

こども達が大きくなってきて食費を含む生活費

がよりかかるようになってきたものの、まだこど

も達も年齢が大きくないのでフルタイムで働く

ことができません。（私は現在求職中です。）シン

グルマザーでももう少し働きやすくなれば嬉し

いなと日々感じています。 

 

１月に家族一人からコロナが発症し、家族が

次々かかってしまい本当に大変でした。保健所

からの支援も結局届いたのは食料がほとんどな

くなってからでした。元気になってきたこども

にお菓子も買ってあげられず、どこにも行けな

かったので皆が精神的に辛かったです。学校が

始まってやっと行き出したら、学級閉鎖になり、

仕事も出られない日が続いて…家計は本当にど

うしようもないくらいです 

学級閉鎖になったりして給食がなくなったりで食

費がかかり、また灯油やガソリンもどんどん値上

がりし、家計が圧迫されています。食盛りのこど

もたちにぜひ支援をよろしくお願いいたします。 

   x 

先月子どもと一緒にコロナにかかり後遺症で喘

息になってしまいました。仕事をしていますが、

帰ってくるとかなりの疲労と喘息で大変です。 



 

 

 

 

 

アンケートはがき 

たくさんのアンケートはがきが戻ってきました！やはり親

御さんにはお米が一番！こどもたちにはお菓子と学用品が喜

ばれました。 

今回こどもたちが直接「ありがとう」と書いてくれたはが

きがたくさんありました。「ただ送ってくるだけでなく、メッ

セージカードや手書きでコロナに負けるな！と描いて下さり、

人と人とのつながりをとてもありがたく感じました。」「何よ

り一言メッセージが心うたれ、これからもがんばろう！！と

あらためて思いました。」など、皆さんが応援している気持ち

をちゃんと受け止めていただいていることが何よりうれしい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度の活動 

コロナ禍が始まって以来継続している「はちおうじっ子のコロナに負けるな！応援プロジェクト」、

２年間３回ずつ計６回実施してまいりました。応募件数の減少、こども食堂での食料配布、フードバン

ク八王子えがお様、八王子市社会福祉協議会様での食品配送の実施など、2022年度はどんなプロジェ

クトの形が良いか模索しています。申込み時のコメントには、「コロナに罹ってしまった」、「休校で仕事

を休まなくてはいけなくなった」、子育て世代のまだまだ苦しい現状がたくさん書いてありました。ま

た戻ってきたアンケートはがきには「とてもあたたかさが伝わる」、「また頑張ろうと思った」と私たち

が一番大事にして、伝えたいことがちゃんと伝わっていて、そういう人と人との繋がりの中でこどもた

ちに育ってほしいという私たちの目的のために、できる限り続けていきたいと思っております。 

今後とも皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願い申しあげます。 

食品調達 

末日聖徒イエス・キリスト教会様のご寄付を中心に、企業、

団体、市民の皆さまからたくさんの食品をご寄付いただきま

した。「アマゾンギフト券」のご寄付があり、それで使わせ

ていただき、足りない食品を揃えることができました。 

配送作業 

今回も 150箱を２日に分けて作業を行いました。 

 

2022年５月 フードバンク八王子 


